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＜インターネットで市議会の模様が見られます＞
　土浦市のホームページから「土浦市議会」→「本会議録画配信」
を選択してください。

＜議会の会議録は次の施設で閲覧できます＞
〇土浦市立図書館　　　〇各中学校区の地区公民館
〇支所・出張所（都和・南・上大津・新治・神立）
※最新となる会議録（令和２年第２回）は、８月下旬に閲覧可能となります。

Tsuchiura City Assembly News
市議会の模様は、土浦ケーブルテレビで

議会初日翌週の月曜日から、

午後10時～11時まで
順次放送予定です。
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土浦市議会の
土浦市議会では、新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図るため、
次のような対策を行い、令和２年第２回定例会を開催しました。

政
策
討
論
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

去
る
令
和
２
年
６
月
５
日
午
前
10

時
か
ら
、
土
浦
市
議
会
で
は
初
め
て

と
な
る
政
策
討
論
会
を
開
催
し
、プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
に
つ
い
て
、

各
議
員
が
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

政
策
討
論
会
と
は
、市
政
に
関
す
る

重
要
な
政
策
及
び
課
題
へ
の
認
識
を

共
有
し
、議
論
を
深
め
る
た
め
に
開
催

す
る
も
の
で
す
。

（
詳
し
く
は
６
ペ
ー
ジ
）

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策

議
場
に
お
い
て
は
、
換
気
の
た

め
、
扉
を
開
放
し
た
ほ
か
、
密
集

の
対
策
と
し
て
、
初
日
及
び
最
終

日
を
除
き
、
議
場
の
中
に
は
議
員

24
人
中
半
数
以
上
が
入
場
し
、
他

議
員
は
、
別
室
で
モ
ニ
タ
ー
、
音

声
を
聴
い
て
、
密
集
を
避
け
る
よ

う
対
策
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

議
員
席
も
間
を
あ
け
て
密
集
を

予
防
し
ま
し
た
。

議
場
に
お
け
る
対
策

●
傍
聴
希
望
者
に
非
接
触
型
体

温
計
に
よ
る
検
温
を
実
施
し
、

手
指
消
毒
及
び
マ
ス
ク
の
着

用
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

●
傍
聴
者
間
の
距
離
を
と
る
た

め
、
傍
聴
席
を
１
席
ず
つ
空
け

て
使
用
し
ま
し
た
。

●
飛
沫
感
染
防
止
の
た
め
、
傍
聴

席
の
前
方
に
ア
ク
リ
ル
板
を
設

置
し
ま
し
た
。

傍
聴
席
に
お
け
る
対
策

一
般
質
問
者
数
は
、
会
派
ご
と

に
割
り
振
り
、
あ
ら
か
じ
め
全
体

で
最
多
８
人
と
し
、
質
問
時
間
も

一
括
質
問
方
式
で
は
90
分
、
一
問

一
答
方
式
で
は
70
分
の
と
こ
ろ
、

ど
ち
ら
も
最
大
60
分
ま
で
に
短

縮
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
数
を
少
な
く

時
間
を
短
く
し
て
実
施



令
和
２
年
第
２
回
定
例
会

は
、
６
月
２
日
（
火
）
か
ら

18
日
（
木
）
ま
で
の
17
日
間

の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

土
浦
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
や
、
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
14

件
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

市
議
会
で
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
全
議
案
が
原
案
ど

お
り
可
決
・
同
意
と
な
り
ま

し
た
。

　
土
浦
市
農
業
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て
審
議
し
、

こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

委
　
員

　
　
髙
野
　
三
郎
　
氏

　
　
井
沢
　
　
清
　
氏

　
　
飯
塚
　
利
之
　
氏

　
　
菅
谷
　
幸
治
　
氏

　
　
髙
橋
　
弘
一
　
氏

　
　
柴
沼
　
　
栄
　
氏

　
　
川
村
　
剛
久
　
氏

　
　
萩
島
　
一
郎
　
氏

　
　
栗
原
　
敦
子
　
氏

　
　
飯
島
　
　
栄
　
氏

　
　
浅
野
　
　
均
　
氏

　
　
塙
　
　
佳
樹
　
氏

最
終
日
に
平
石
副
議
長
か

ら
辞
任
届
が
提
出
さ
れ
、
同

日
、
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、

新
し
い
副
議
長
が
決
ま
り
ま

し
た
。

副
議
長

　
島
岡
　
宏
明
　
議
員
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副議長就任のごあいさつ

副議長

島岡 宏明
この度、前任者である平石前副議長の後を受け、６月定
例会におきまして、多くの議員の皆様のご支援を賜り、土浦
市議会第５２代副議長を拝命いたしました。
当選２期目となりましたが、１期目の当選時には夢にも思
わなかった役職を仰せつかり、身の引き締まる思いです。市
民の皆様と共に、土浦市が素晴らしい地域になるよう粉骨
砕身して頑張っていく所存でございますので、よろしくお願
いいたします。
新型コロナの影響により、市民の皆様におかれましては、相
当のご負担を強いられていることと存じます。このような逆境
の時にこそ、我々議員は、しっかりと足元を見つめ、市民の皆
様と共に立ち向かっていく事が必要と感じております。今こそ
オール土浦となって、力を合わせて新型コロナを克服し、これ
までの活力ある土浦の実現に向けて頑張っていきましょう。

請願・陳情の結果
●継続審査　2件
　今定例会では、新規の請願１件、陳情１件について
審査を行い、どちらも継続審査となりました。

受理番号 件　　名 上程年月日 議決年月日 結　　果

継続審査2.6.182.6.2

継続審査2.6.182.6.2

2

3

国に対し、「刑事訴訟法
の再審規定（再審法）
の改正を求める意見書」
の採択、提出を求める
陳情書

選択的夫婦別姓制度の
導入を求める意見書に
関する請願

　
　
　
定
例
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

第
２
回

条
例
の
一
部
改
正

な
ど
14
件
全
議
案

を
原
案
可
決・同
意

土
浦
市
農
業
委
員

会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
原
案
同
意

し
ま
し
た
。

新
副
議
長
が
決
定

し
ま
し
た
。

議案等議決結果

報告第 15号

報告第 16号

報告第 17号

報告第 18号

報告第 19号

報告第 20号

報告第 21号

報告第 22号

報告第 23号

議案第 36号

議案第 37号

議案第 38号

会期の件

土浦市議会予算決算委員会委員の選任について

予算の繰越しについて
（令和元年度土浦市一般会計継続費繰越計算書）

予算の繰越しについて
（令和元年度土浦市一般会計繰越明許費繰越計算書）

予算の繰越しについて
（令和元年度土浦市一般会計事故繰越し繰越計算書）
予算の繰越しについて
（令和元年度土浦市下水道事業特別会計繰越明許費
繰越計算書）
予算の繰越しについて
（令和元年度土浦市水道事業会計継続費繰越計算書）

予算の繰越しについて
（平成３０年度土浦市水道事業会計予算繰越計算書）

一般財団法人土浦市産業文化事業団の令和２年度
事業計画について

一般財団法人土浦市農業公社の令和２年度
事業計画について

株式会社ラクスマリーナの令和２年度
事業計画について

土浦市国民健康保険税条例の一部改正について

土浦市手数料条例の一部改正について

土浦市自転車等の放置防止に関する条例の
一部改正について

原案可決

選　　任

報　　告

報　　告

報　　告

報　　告

報　　告

報　　告

報　　告

報　　告

報　　告

原案可決

原案可決

原案可決

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6.18

2. 6.18

2. 6.18

議案番号等 結  果議決年月日

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

上程年月日

議案第 39号

議案第 40号

議案第 41号

議案第 42号

議案第 43号

議案第 44号

議案第 45号

議案第 46号

議案第 47号

議案第 48号

議案第 49号

土浦市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正について
土浦市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部
改正について
土浦市医療福祉費支給に関する条例の一部改正
について

土浦市建築基準条例の一部改正について

土浦市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部改正について

令和２年度土浦市一般会計補正予算（第４回）

市道の路線の認定について

土浦市土地開発公社の解散について

土浦市特別職の職員で常勤のものの給料月額の
特例に関する条例の制定について

令和２年度土浦市一般会計補正予算（第５回）

土浦市農業委員会委員の任命の同意について

土浦市議会副議長の選挙

閉会中の事務調査について

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案同意

選　　挙

原案可決

2. 6.18

2. 6.18

2. 6.18

2. 6.18

2. 6.18

2. 6.18

2. 6.18

2. 6.18

2. 6.18

2. 6.18

2. 6.18

2. 6.18

2. 6.18

議案番号等 件　　　　　名件　　　　　名 結  果議決年月日

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6. 2

2. 6.18

2. 6.18

2. 6.18

2. 6.18

2. 6.18

上程年月日
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Ａ【
都
市
産
業
部
】

❶
ご
質
問
の
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
を
始
め
、
地

域
経
済
の
回
復
に
向
け

た
施
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
の
経
済
支
援
策

の
情
報
収
集
に
努
め
つ

つ
、
商
工
農
各
団
体
と

も
緊
密
に
連
携
し
、
必

要
な
支
援
策
の
検
討
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

❷
流
行
収
束
後
の
経
済
対

策
と
し
て
、
国
に
お
い

て
は
、
第
１
次
補
正
予

算
に
１
兆
７
、
０
０
０

億
円
規
模
の
「
Ｇ
ｏ
　

Ｔ
ｏ
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
実
施
を
盛
り
込
ん
で

お
り
、
本
市
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
流
行
の
収
束
状

況
を
見
極
め
つ
つ
、
地

域
の
再
活
性
化
に
向
け

ま
し
て
、
市
内
事
業
者

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
販
売
促
進
に

係
る
経
費
を
、
今
議
会

の
補
正
予
算
案
に
計
上

し
て
い
ま
す
。

　
　
県
に
お
い
て
は
、
県

内
の
事
業
者
や
生
産
者

へ
の
応
援
を
呼
び
か
け

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
茨

城
を
元
気
に
し
よ
う
！

ワ
ン
チ
ー
ム
茨
城
」
を

展
開
し
て
お
り
、
そ
の

中
で
、
茨
城
の
名
産
品
、

特
産
品
等
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

に
よ
り
販
売
す
る
「
い

ば
ら
き
県
産
品
お
取
り

寄
せ
サ
イ
ト
」
に
出
品

す
る
事
業
者
に
対
し
ま

し
て
、
販
売
手
数
料
相

当
分
を
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
本
市

に
お
き
ま
し
て
も
、
こ

の
お
取
り
寄
せ
サ
イ
ト

に
出
品
す
る
市
内
事
業

者
に
対
し
ま
し
て
、「
配

送
料
相
当
分
を
助
成
す

る
補
助
金
制
度
」
を
創

設
す
る
こ
と
で
、
市
内

事
業
者
の
サ
イ
ト
へ
の

出
品
を
促
進
し
、
市
内

名
産
品
、
特
産
品
の
広

域
的
な
販
売
の
支
援
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
市

内
の
地
場
産
品
を
県
内

外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
利

用
が
増
加
し
て
い
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の

促
進
に
資
す
る
こ
と
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

甚
大
な
影
響
を
受
け
た

本
市
経
済
の
活
性
化
へ

も
つ
な
げ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ａ【
市
長
】

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
収
束
を

見
据
え
、
本
市
経
済
の
再
活

性
化
を
図
る
た
め
、
機
を
逃

さ
ず
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
、
積
極
的
に
、
市
民
の
皆

様
の
た
め
に
、
市
内
の
消
費

喚
起
に
資
す
る
施
策
・
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

●
特
別
定
額
給
付
金
申
請

に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
状

況
と
今
後
の
課
題
に
つ

い
て

Ａ【
教
育
長
】

❶
臨
時
休
業
中
、
各
学
校
で

は
家
庭
訪
問
や
電
話
連
絡

等
で
子
ど
も
た
ち
の
状
況

を
随
時
確
認
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
学
校
再
開
後
も
、

子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
の

ケ
ア
を
し
っ
か
り
と
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
心
の
ケ
ア
に
関
し
ま
し

て
は
、
学
校
再
開
後
に
、

自
分
や
家
族
も
感
染
す
る

の
で
は
な
い
か
と
不
安
を

抱
く
な
ど
、
心
理
的
な
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
る
子
ど
も

た
ち
も
増
加
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
悩
み

や
ス
ト
レ
ス
な
ど
子
ど
も

た
ち
の
心
の
状
況
を
踏
ま

え
て
、
先
生
方
は
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
等
の
支
援
が
必

要
と
判
断
し
た
子
ど
も
た

ち
に
対
し
て
は
、
本
市
が

独
自
で
採
用
し
て
い
る
心

の
教
室
相
談
員
や
、
県
か

ら
派
遣
さ
れ
た
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
積
極
的

に
活
用
し
、
該
当
す
る
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
心
の
ケ
ア
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
次
に
、
体
の
ケ
ア
に
関

し
ま
し
て
は
、
規
則
正
し

い
学
校
生
活
の
リ
ズ
ム
が

取
り
戻
せ
る
よ
う
に
、
学

校
は
家
庭
と
連
携
し
て
、

各
家
庭
で
毎
朝
検
温
を
し

て
い
た
だ
き
、
発
熱
や
風

邪
の
症
状
が
あ
る
場
合
は

出
席
停
止
の
扱
い
と
し
、

自
宅
で
休
養
を
要
請
す
る

な
ど
、
毎
日
の
健
康
観
察

を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
臨
時

休
業
中
の
自
粛
生
活
に
伴

い
、
運
動
不
足
で
体
力
の

低
下
が
心
配
さ
れ
る
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
を
考
え

て
、
体
育
の
授
業
や
部
活

動
に
お
い
て
は
、
体
に
過

度
な
負
担
が
か
か
る
運
動

を
避
け
、
け
が
の
防
止
な

ど
に
配
慮
し
な
が
ら
、
一

人
ひ
と
り
に
応
じ
て
運
動

の
レ
ベ
ル
を
徐
々
に
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
　
一
方
、
在
宅
時
間
が
大

幅
に
増
え
た
こ
と
に
よ
る

児
童
虐
待
の
増
加
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
家

庭
に
お
け
る
経
済
状
況
の

変
化
に
伴
っ
て
、
支
援
が

必
要
と
な
る
子
ど
も
た
ち

が
増
加
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
学
校
は

子
ど
も
た
ち
と
面
談
を
十

分
に
行
い
、
保
護
者
と
の

連
絡
も
密
に
取
り
な
が

ら
、
家
庭
状
況
を
的
確
に

把
握
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

❷
教
育
空
白
期
間
の
学
習
に

つ
い
て
、
臨
時
休
業
期
間

中
は
、
学
校
か
ら
出
さ
れ

た
課
題
等
で
学
習
を
進
め

る
よ
う
努
め
ま
し
た
が
、

本
市
で
は
５
月
27
日
か
ら

分
散
登
校
を
開
始
し
、
３

時
間
程
度
の
授
業
を
行

い
、
６
月
８
日
か
ら
は
、

通
常
登
校
と
し
て
授
業
時

数
の
確
保
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
例
年
40
日

程
度
あ
り
ま
し
た
夏
休
み

を
、
今
年
度
は
16
日
間
に

短
縮
い
た
し
ま
し
た
。
な

お
、
冬
休
み
の
期
間
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
後
の
感

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は
　
市
政
一
般
に
つ
い
て
市
長
な
ど
の
執
行
部
の
考
え
、
方
針
を
質
問
す
る
こ

と
で
す
。
議
会
だ
よ
り
で
は
紙
面
の
都
合
上
、
質
問
を
一
つ
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

今
定
例
会
で
は
、「
一
括
質
問
・
一
括
答
弁
」
方
式
を
選
択
し
た
議
員
が
５
名
、「
一
問
一
答
」

方
式
を
選
択
し
た
議
員
は
１
名
お
り
ま
し
た
。

奥 谷  　 崇
＜一括質問＞

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

収
束
後
の
経
済
対
策
に

つ
い
て

❶
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、

大
き
な
打
撃
を
受
け
た

市
内
の
店
舗
、
事
業
所

へ
の
経
営
継
続
の
支
援

策
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
の
発
行
が
必

要
と
考
え
る
が
、
本
市

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

❷
収
束
後
の
経
済
対
策
と

し
て
、現
在
、本
市
独
自

で
検
討
し
て
い
る
も
の

は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

福 田  一 夫
＜一括質問＞

Q
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
と

教
育
行
政
に
つ
い
て

❶
長
期
休
業
明
け
の
児
童

生
徒
の
心
と
体
の
ケ
ア
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

❷
教
育
空
白
期
間
の
学
習

の
遅
れ
を
ど
う
埋
め
る
の

か
伺
い
ま
す
。

染
拡
大
の
状
況
を
踏
ま
え

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
時
間
内
で
も
詰

め
込
み
学
習
に
な
ら
な
い

よ
う
に
配
慮
し
、
学
習
内

容
が
定
着
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
確
か
め
な
が
ら
学

習
を
進
め
て
い
く
こ
と
も

重
視
し
て
、
必
要
に
応
じ

て
個
別
支
援
や
補
充
学
習

等
を
取
り
入
れ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　
通
常
の
授
業
が
再
開
さ

れ
た
後
、
土
浦
市
教
育
委

員
会
は
、
定
期
的
に
各
学

校
の
授
業
の
進
度
に
つ
い

て
調
査
し
、
学
習
の
遅
れ

が
な
い
よ
う
に
指
導
し
て

ま
い
り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

●
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
と
市
民

生
活
に
つ
い
て



感染
対策

Ａ【
総
務
部
長
】

❶
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

次
の
３ 

点
を
主
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

　
　「
市
民
へ
の
分
散
避
難

の
推
奨
」…

被
害
を
受
け

な
か
っ
た
自
宅
で
の
在
宅

避
難
や
、
親
戚
・
知
人
宅

へ
の
避
難
、
自
家
用
車
や

テ
ン
ト
を
活
用
し
た
避
難

な
ど
を
、
市
民
の
皆
様
に

お
願
い
す
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
分
散
避
難
を
促

す
中
で
は
、
車
中
泊
に
よ

る
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症

候
群
の
危
険
性
や
、
日
頃

か
ら
非
常
食
や
生
活
必
需

品
を
家
庭
内
で
備
蓄
す
る

こ
と
の
重
要
性
に
つ
き
ま

し
て
も
、
丁
寧
に
周
知
、

広
報
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　 

　「
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
」…

 

避
難
ス
ペ
ー
ス

に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校

の
体
育
館
を
基
本
と
し
て

お
り
、
校
舎
の
空
き
教
室

や
小
中
学
校
以
外
の
公
共

ス
ペ
ー
ス
及
び
災
害
協
定

締
結
機
関
の
施
設
を
活
用

す
る
な
ど
、
新
た
な
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
、
密

集
状
態
の
軽
減
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　 
　「
避
難
所
で
の
感
染
予

防
」…

 
開
設
す
る
避
難

所
を
周
知
す
る
際
に
、

市
民
の
皆
様
に
対
し
て

マ
ス
ク
の
着
用
、
及
び

体
温
計
や
衛
生
用
品
の

持
参
な
ど
を
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
、
避
難
所

の
受
付
の
際
に
検
温
と

健
康
状
態
の
確
認
を
行

い
、
体
調
が
悪
い
方
に

は
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
用

意
し
て
感
染
予
防
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

後
の
避
難
所
生
活
に
お

き
ま
し
て
も
保
健
師
の

巡
回
な
ど
、
避
難
者
の

健
康
管
理
に
努
め
る
と

と
も
に
、
避
難
所
で
の

う
が
い
、
手
洗
い
、
せ

き
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の

基
本
的
な
感
染
対
策
の

徹
底
や
、
十
分
な
換
気
、

小
ま
め
な
消
毒
、
清
掃

を
行
い
、
避
難
所
の
衛

生
環
境
を
確
保
し
て
ま

い
り
ま
す
。

❷
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
に
つ
い

て
、
床
や
空
気
中
の
飛
沫

対
策
の
ほ
か
、
ベ
ッ
ド
を

置
く
こ
と
で
身
体
的
距
離

が
確
保
さ
れ
、
密
集
状
態

を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
感
染
リ
ス

ク
の
軽
減
に
効
果
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
段

ボ
ー
ル
製
品
に
つ
き
ま
し

て
は
、
民
間
事
業
者
と
締

結
し
て
い
る
応
援
協
定
に

基
づ
き
、
災
害
発
生
時
に

は
ベ
ッ
ド
を
含
む
段
ボ
ー

ル
製
品
を
確
保
で
き
る
体

制
を
取
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
大
規
模
災
害

時
に
は
国
に
よ
る
プ
ッ

シ
ュ
型
支
援
も
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
活
用
し
て
ま
い

り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

●
支
援
が
必
要
な
人
へ
の
対

応
に
つ
い
て

Ａ【
栗
原
副
市
長
】

❶
現
段
階
に
お
い
て
の
無

電
柱
化
は
、
地
元
の
合

意
形
成
や
コ
ス
ト
、
各

種
事
業
者
と
の
調
整
に

よ
る
工
事
期
間
の
長
期

化
な
ど
、
多
く
の
課
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
庁

内
に
お
い
て
情
報
収
集

や
共
有
化
を
図
り
、
事

業
化
に
際
し
ま
し
て
は

調
整
・
協
議
を
行
い
、

電
線
管
理
者
及
び
警
察

署
な
ど
の
関
係
者
と
も

協
議
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

❷
道
路
管
理
者
が
行
う
電

線
共
同
溝
方
式
に
つ
き

ま
し
て
、
防
災
・
安
全

交
付
金
の
中
に
無
電
柱

化
推
進
法
に
基
づ
く
無

電
柱
化
推
進
計
画
支
援

事
業
が
創
設
さ
れ
、
重

点
的
に
支
援
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

❸
現
時
点
に
お
き
ま
し
て

は
、
無
電
柱
化
の
予
定

地
域
は
設
定
し
て
お
ら

ず
、
開
発
事
業
者
か
ら

の
相
談
が
あ
っ
た
際
に

は
、
国
の
補
助
制
度
な

ど
積
極
的
な
情
報
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

❹
電
線
地
中
化
に
当
た
っ

て
は
、
防
災
面
や
景
観

形
成
だ
け
で
な
く
、
安

全
、
円
滑
な
交
通
の
確

保
を
踏
ま
え
ま
す
。
ま

た
、
国
や
県
に
対
し
て

も
、
電
線
地
中
化
の
推

進
に
つ
い
て
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

 

再
質
問
１
に
対
す
る
回
答

【
栗
原
副
市
長
】 

Ａ 

費
用
対
効
果
に
つ
い
て

は
、
無
電
柱
化
に
は
、

地
中
に
埋
設
す
る
直
接

的
な
経
費
や
、
地
上
に

変
電
施
設
を
設
け
る
た

め
の
経
費
等
が
あ
り
ま

す
が
、
災
害
の
防
止
、

景
観
の
向
上
と
い
う
部

分
を
加
味
し
た
場
合
に

効
果
が
大
き
く
な
る
と

考
え
ま
す
。  

再
質
問
に
２
対
す
る
回
答

【
市
長
】  

Ａ 

今
後
、
開
発
事
業
者
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施

や
、
多
様
な
整
備
手
法
、

低
コ
ス
ト
手
法
な
ど
、

技
術
革
新
の
情
報
収
集

を
行
う
な
ど
、
無
電
柱

化
の
調
査
研
究
を
し
、

検
討
し
て
い
く
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

●
男
性
の
育
児
休
業
率
を

高
め
る
た
め
の
施
策
に

つ
い
て 

矢 口  勝 雄
＜一括質問＞

Q
災
害
時
の
避
難
に

つ
い
て

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避

難
所
の
運
営
に
お
い
て
感

染
防
止
対
策
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
伺
い
ま
す
。 

❶
避
難
所
で
の
「
密
」
を

避
け
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
対
策
を
取
る
の
か

伺
う
。 

❷
避
難
所
内
で
の
感
染

防
止
に
は
ダ
ン
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
が
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
が
認

識
を
伺
う
。
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柏 村  忠 志
＜一問一答＞

Q
道
路
か
ら
電
柱
・
電
線
を

な
く
す
「
無
電
柱
化
」
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

❶
土
浦
市
は
、過
去
に「
無

電
柱
化
」
に
つ
い
て
、

ど
の
部
署
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
議
論
を
し

て
お
り
ま
す
か
。

❷「
無
電
柱
化
」
に
関
し

て
、
国
な
ど
か
ら
補
助

費
用
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
ま
す
。 

❸
今
後
の
「
無
電
柱
化
」

予
定
地
域
、
分
譲
住
宅

団
地
は
あ
り
ま
す
か
。 

❹「
無
電
柱
化
」
は
ど
の
よ

う
な
方
法
・
方
式
で
着

手
し
ま
す
か
。 

Q
無
電
柱
化
事
業
の
費
用

対
効
果
に
つ
い
て
見
解

を
伺
い
ま
す
。 

再
質
問
１

Q
国
自
治
体
で
初
め
て
無

電
柱
化
条
例
を
制
定
し
た
、

つ
く
ば
市
の
先
進
的
な

事
例
を
参
考
に
し
て
、

条
例
を
制
定
す
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。 

再
質
問
2



Ａ【
保
健
福
祉
部
長
】

Q
1
❶
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
体
制

は
、
地
元
医
師
会
等
と
連

携
し
た
検
体
採
取
を
行
う

地
域
外
来
・
検
査
セ
ン
タ
ー

の
設
置
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
，
医
療
機
関
と

茨
城
県
と
の
委
託
契
約
や
、

地
元
医
師
会
と
茨
城
県
と

の
委
託
契
約
に
よ
り
、
保

健
所
を
通
さ
ず
、
か
か
り

つ
け
医
の
判
断
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
行
う
パ
タ
ー
ン
も

可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
，

本
市
に
お
い
て
も
，
土
浦

市
医
師
会
，
土
浦
保
健
所
，

保
健
所
管
内
の
市
町
村
と

協
議
の
下
，
新
た
な
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
体
制
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Q
1
❷
感
染
疑
い
の
あ
る
患

者
の
検
査
結
果
が
出
る
ま

で
の
入
院
先
や
、
軽
症
患

者
の
療
養
施
設
に
つ
い
て

は
、
政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

基
本
的
対
処
方
針
に
お
い

て
、
入
院
治
療
が
必
要
な

患
者
へ
の
医
療
提
供
体
制

の
確
保
を
厚
生
労
働
省
と

都
道
府
県
等
が
図
る
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
茨
城
県

は
、
地
域
に
お
け
る
軽
症

者
等
に
つ
い
て
、
安
静
、

療
養
を
行
う
た
め
の
宿
泊

施
設
を
、
確
保
、
提
供
す

る
と
発
表
し
て
お
り
ま
す
。

Q
2
傷
病
手
当
金
は
、
企
業

や
個
人
事
業
主
な
ど
に
雇

用
さ
れ
た
被
用
者
が
病
気

や
け
が
の
療
養
の
た
め
、

一
定
期
間
仕
事
に
従
事
で

き
ず
、
給
与
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
に
、
療
養
中
の

生
活
保
障
と
し
て
給
料
を

基
準
と
し
た
一
定
額
の
手

当
が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、

民
間
企
業
の
会
社
員
が
加

入
す
る
健
康
保
険
や
、
公

務
員
な
ど
が
加
入
す
る
共

済
組
合
被
用
者
保
険
に
お

い
て
は
、
法
定
給
付
と
し

て
傷
病
手
当
金
の
給
付
が

法
的
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
国
民
健
康
保
険
に

お
い
て
は
、
任
意
給
付
と

し
て
、
市
町
村
の
自
主
的

判
断
に
委
ね
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　
　
こ
の
傷
病
手
当
金
の
対

象
を
事
業
所
得
者
に
も
拡

大
す
る
と
し
た
場
合
、
傷

病
手
当
金
を
支
給
す
る
際

の
基
準
と
な
る
一
日
当
た

り
の
収
入
額
や
、
就
労
で

き
な
か
っ
た
日
数
な
ど
を

明
確
に
判
断
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
国
の
基
準
に
基

づ
い
て
実
施
す
る
今
回
の

傷
病
手
当
金
の
支
給
に
要

し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、

特
別
調
整
交
付
金
に
よ
り

全
額
が
国
か
ら
の
財
政
支

援
と
な
り
ま
す
が
、
事
業

所
得
者
を
対
象
と
し
た
費

用
に
対
す
る
支
援
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
　
な
お
、
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
つ
き
ま
し
て
も
、

全
額
を
他
の
事
業
に
充
て

て
い
る
こ
と
か
ら
、
傷
病

手
当
金
の
対
象
を
国
の
基

準
よ
り
も
拡
大
す
る
場
合

に
は
、
市
単
独
事
業
と
な

り
ま
す
。

　
　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

本
市
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
で
、
事
業
所
得
者

の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の

状
況
に
応
じ
て
、
国
な
ど

で
実
施
し
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
事
業
者
向
け
の
各
種

支
援
を
ご
活
用
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策 

学
校
教
育
に
つ

い
て

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策 

緊
急
経
済
対
策

第
２
弾
に
つ
い
て

Ａ【
都
市
産
業
部
長
】

　
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
に

伴
う
外
出
自
粛
制
限
や
営

業
自
粛
を
受
け
、
経
済
活

動
が
抑
制
さ
れ
、
低
迷
が

続
く
中
、
地
域
経
済
対
策

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

ま
ず
事
業
者
の
経
営
継
続

に
向
け
た
支
援
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
国
に
お
き
ま
し
て
は
、

資
金
繰
り
支
援
と
し
て
、

政
府
系
金
融
機
関
に
よ
る

融
資
に
加
え
、
都
道
府
県

や
民
間
金
融
機
関
を
窓
口

と
し
た
実
質
無
利
子
・
無

担
保
融
資
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
持
続
化
給
付
金
の

支
給
な
ど
、
様
々
な
支
援

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
県
に
お
き
ま
し
て
は
、

融
資
の
信
用
保
証
料
の
補

助
や
利
子
補
給
、
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
事

業
者
の
資
金
貸
付
け
、
緊

急
事
態
宣
言
に
伴
う
休
業

に
対
す
る
協
力
金
の
支
給

な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市

に
お
き
ま
し
て
は
、
国
・

県
の
経
営
継
続
支
援
策
と

協
調
し
た
事
業
者
支
援
を

進
め
て
お
り
、
信
用
保
証

料
の
補
助
、
そ
れ
か
ら
県

貸
付
金
制
度
へ
の
貸
付
原

資
の
負
担
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
先
月
の

臨
時
議
会
で
ご
承
認
を
頂

き
ま
し
た
国
の
持
続
化
給

付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い

事
業
者
に
対
し
、
本
市
独

自
で
最
大
２
０
万
円
を
支

給
す
る
な
ど
、
市
内
事
業

者
に
対
す
る
経
営
継
続
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
回
復
に
向
け

た
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
の
経
済
支
援
策
の
情
報

収
集
に
努
め
つ
つ
、
商
工

農
、
各
団
体
と
も
緊
密
に

連
携
し
、
必
要
な
支
援
策

の
検
討
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影

響
が
大
き
か
っ
た
事
業
者

に
つ
き
ま
し
て
は
、
緊
急

事
態
宣
言
に
伴
い
、
県
の

休
業
要
請
の
対
象
と
な
っ

た
事
業
者
を
始
め
、
様
々

な
事
業
者
等
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
国
に
お
き
ま
し
て
は
、

事
業
者
の
事
業
継
続
を
支

援
す
る
た
め
、「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
」
の

実
施
に
向
け
、
約
１
兆
７
、

０
０
０
億
円
規
模
の
第
１

次
補
正
予
算
を
成
立
さ
せ

る
と
と
も
に
、
昨
日
か
ら

審
議
の
方
に
入
り
ま
し
た

第
２
次
補
正
予
算
の
成
立

を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
市
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
国
、
他
自
治
体
の
状

況
を
鑑
み
な
が
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
影
響
が
大
き
い
事

業
者
を
幅
広
く
支
援
が
で

き
る
よ
う
検
討
す
る
と
と

も
に
、
今
後
、
各
種
事
業

を
展
開
す
る
場
合
、
影
響

が
大
き
か
っ
た
事
業
者
の

皆
様
に
そ
の
恩
恵
が
十
分

に
届
く
よ
う
な
制
度
設
計

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

市
内
小
中
学
校
及
び
義
務

教
育
学
校
に
及
ぼ
し
た
影

響
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て 

田 子  優 奈
＜一括質問＞

Q
1

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
医
療
・

検
査
体
制
に
つ
い
て 

Q
2

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
国
民
健
康

保
険
に
つ
い
て 

❶
感
染
拡
大
の
第
２
波
、

第
３
波
に
備
え
、
地
域

外
来
・
検
査
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
保
健
所
を

通
さ
な
く
と
も
か
か
り

つ
け
医
の
判
断
で
Ｐ 

Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
な
げ
る

体
制
の
確
立
を
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

❷
市
で
、
感
染
疑
い
患
者

の
検
査
結
果
が
出
る
ま

で
の
入
院
先
や
、
軽
症

者
の
療
養
施
設
を
確
保

し
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

傷
病
手
当
の
対
象
を
、
事

業
所
得
者
に
も
拡
大
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
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勝 田  達 也
＜一括質問＞

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
多
く
の
業
界

の
売
上
が
減
少
し
て

い
る
中
で
、
飲
食
業
、

タ
ク
シ
ー
、
運
転
代
行
、

ホ
テ
ル
、
花
木
生
産
者

等
甚
大
な
る
影
響
を

受
け
て
い
る
業
種
が

あ
り
、
国
の
支
援
を

受
け
て
も
事
業
の
継
続

が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に

あ
る
。
そ
こ
で
市
内

事
業
者
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
経
済
施
策
が

今
必
要
と
考
え
ま
す
が

市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。 



政
策
討
論
会
で
は
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
で

ま
し
た
。

⑴
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

●
事
業
者
と
消
費
者
が
、

こ
の
事
業
を
通
し
て
共

に
土
浦
を
元
気
に
し
て

ほ
し
い
。

●
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
事
業
に
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
を
つ
け
て
は
い
か

が
か
。

●
特
別
定
額
給
付
金
の
効

果
と
関
連
で
き
る
よ
う

に
、
６
月
議
会
で
議
決

し
、で
き
る
だ
け
早
く
市

民
に
示
す
こ
と
を
望
む
。

⑵
市
民
や
事
業
者
か
ら
の

意
見

●
市
民
か
ら
次
の
よ
う
な

声
を
聴
い
て
い
る
の
で

検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

●
介
護
保
険
の
福
祉
用

具
購
入
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
自
己
負
担
分

に
充
て
ら
れ
な
い
か
。

●
事
業
者
が
負
担
す
る

手
数
料
を
市
に
負
担

し
て
ほ
し
い
。

●
こ
れ
ま
で
の
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
は
、
事

業
者
の
事
務
の
負
担

が
大
き
い
の
で
、
手

続
き
は
簡
便
な
仕
組

み
が
望
ま
し
い
。

●
対
象
業
種
を
あ
る
程

度
指
定
し
な
い
と
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
効
果
が
行
き
届
か

な
い
。

⑶
制
度
設
計
に
つ
い
て

●
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
大
き
さ

の
規
模
で
行
う
べ
き
で

あ
る
。

●
事
業
の
規
模
は
、
本
市

の
15
歳
以
上
の
人
口
相

当
で
あ
る
12
万
セ
ッ
ト

は
い
か
が
か
。

●
プ
レ
ミ
ア
ム
率
は
、
で

き
る
だ
け
高
い
設
定
が

望
ま
し
く
、
50
％
は
必

要
で
あ
る
。

●
コ
ロ
ナ
禍
で
特
に
苦
し

い
業
種
に
効
果
が
行
き

届
く
よ
う
な
制
度
設
計

が
必
要
で
は
な
い
か
。

●
地
域
の
消
費
喚
起
と

経
済
的
に
困
窮
し
て

い
る
方
の
ど
ち
ら
も

大
切
に
す
る
制
度
設

計
を
望
む
。

●
生
活
保
護
受
給
世
帯
に

対
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
を
給
付
し
て
は
ど

う
か
。

●
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

扱
う
店
舗
に
手
数
料
の

負
担
が
な
い
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
。

市
政
に
関
す
る
重
要
な
政

策
に
つ
い
て
、
議
論
を
深
め

る
た
め
の
会
議
で
、
土
浦
市

議
会
基
本
条
例
に
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
政
策
討
論
会
）

第
19
条
　
議
会
は
、
市
政

に
関
す
る
重
要
な
政
策
及
び

課
題
へ
の
認
識
を
共
有
し
、

議
論
を
深
め
る
た
め
、
必
要

に
応
じ
て
政
策
討
論
会
を
行

い
、
政
策
提
言
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。

第1回 を開催しました政策討論会

去
る
６
月
５
日
（
金
）
午
前
10
時
か
ら
、

土
浦
市
議
会
で
は
初
め
て
と
な
る
政
策
討

論
会
を
開
催
し
ま
し
た
。初
回
の
内
容
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経

済
対
策
と
し
て
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
事
業
に
つ
い
て
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

政策
討論会
とは
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プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　政策
提
言
を
提
出

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　政策
提
言
を
提
出

市
議
会
か
ら
市
長
へ

土浦市議会初の政策討論会（前ページ）を開催後、ただちに
政策提言書をとりまとめ、同日夕方に土浦市議会議長から
土浦市長へ提出をいたしました。

政策提言書はこちら

政策提言書・討論
報告書は、ホーム
ページ及び次のＱ
Ｒコードからご覧
いただけます。

　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
下
に
お
け
る
経
済
対

策
（
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
事
業
）
に
係
る
政
策
提
言

に
つ
い
て
」

　
未
曽
有
の
コ
ロ
ナ
禍
の

情
勢
下
、
本
市
経
済
の
Ｖ

字
回
復
及
び
復
興
に
資
す

る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
事
業
に
関
し
て
、

早
急
な
実
現
に
尽
力
い
た

だ
き
た
い
。

政
策
提
言
の
題
名

政
策
提
言
の
要
旨

提 言 書 の 具 体 的 な 内 容
1大規模かつ多くのプレミアムを付与した土浦市独自のプレミアム商品券発
行事業は、心理的なインパクトが非常に大きく、且つ経済対策として大き
な効果が期待できることから早急に行うこと
2商品券取扱店の業種を可能な限り幅広くし、取扱店の換金手続等の事務負
担を軽減すること
3商品券の販売に際しては３密を防ぐため販売所を数多く設けることなどの
対策をとること
4市民が利用しやすい価格、使用方法を検討すること
5事業の立上げのスピードが何より重要であることから、大枠の補正予算の
議決後、詳細な事業計画を可及的速やかに策定することを例外的に容認する
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委
員
長
　
島
岡
　
宏
明

副
委
員
長
　
勝
田
　
達
也

委
　
　
員
　
吉
田
　
博
史

委
　
　
員
　
吉
田
千
鶴
子

委
　
　
員
　
海
老
原
一
郎

委
　
　
員
　
小
坂
　
　
博

委
　
　
員
　
今
野
　
貴
子

委
　
　
員
　
塚
原
　
圭
二

委
　
　
員
　
目
黒
　
英
一

広報広聴委員会 【
編
集
後
記
】

　
初
め
に
、
令
和
２
年
７
月
豪

雨
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
と
共
に
、
被
災
さ

れ
ま
し
た
方
々
の
１
日
も
早
い
復

興
を
心
よ
り
願
って
お
り
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
市
民
の

皆
様
も
何
か
と
ご
心
配
の
日
々

を
お
過
ご
し
の
事
と
思
い
ま
す

が
、
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
も

最
大
限
の
感
染
対
策
を
実
施
し

な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
に
直
結

す
る
議
案
を
十
分
審
議
し
、

様
々
な
対
策
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

実
施
で
き
る
様
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
終
息
に
は
程
遠
い

と
思
い
ま
す
が
、市
民一丸
と
な
っ

て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
行

き
ま
し
ょ
う
。

（
委
員
　
塚
原
　
圭
二
）

議会だよりの作成や議会の運営についてなど、ご意見・ご要望を募
集いたします。下記までお寄せください。
　例：議会だよりを○○○して見やすくしてほしい。
　　　議会を夜間や休日に開催してはどうか。など
〒300-8686　土浦市大和町９番１号
土浦市議会事務局　FAX：029-826-3379
メールの場合は、土浦市議会ホームページの「お問い合わせ」の
中の「お問い合わせフォーム」から送信願います。

市民のみなさまからのご意見募集！

去る５月２２日、土浦市議会は議員非常時参集・連
絡訓練を行いしました。大規模災害発生時の初動
対応及び連絡体制を確認することにより、迅速で円
滑な対応能力の向上を図ることを目的とし、内容は、
協議・参集・電話連絡による地域の被災状況の確
認を行いました。

議員非常時参集・
連絡訓練を行いました。

日
8/21
22
23
24
25
26
  27
 28
29
30
31
9/1
2
3
4
5
6

7

8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

月

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

午前 10時

午前 10時

午前 10時
午前 10時

午前 10時

招集告示・議会運営委員会

一般質問通告開始（午前９時）
一般質問通告締め切り

請願・陳情受付締め切り

本会議（招集日）

休　会（議案等の調査）

本会議（一般質問）
議案質疑通告締め切り（午後１時）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問・議案質疑）

休会（常任委員会）
討論通告締め切り（委員会終了日の翌日）

本会議（最終日）

曜日 開議時間

令和２年第３回定例会日程（予定）※最新の日程は市ホームページにてお知らせいたします。


